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連
合
（
髙
木
剛
会
長
）
と
日
本
経
団
連
（
御

手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
三
月
三
日
、
悪
化
す

る
雇
用
情
勢
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
る

「
雇
用
安
定
・
創
出
に
向
け
た
共
同
提
言
」

を
と
り
ま
と
め
、
麻
生
太
郎
総
理
大
臣
の
ほ

か
、
河
村
建
夫
内
閣
官
房
長
官
、
舛
添
要
一

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
共
同
で
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。

　

提
言
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
・
強

化
な
ど
、
雇
用
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化

に
向
け
、
政
労
使
で
の
合
意
形
成
を
求
め
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
舛
添
厚
労
相
は
、
三
月

中
に
何
ら
か
の
政
労
使
合
意
を
得
る
べ
く
協

議
し
た
い
な
ど
と
応
え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
労
使
共
同
に
よ
る
政
府
申
し

入
れ
は
、
七
年
ぶ
り
の
こ
と
。
連
合
と
日
本

経
団
連
は
一
月
一
五
日
に
、「
雇
用
安
定
・
創

出
に
向
け
た
共
同
宣
言
」
で
、
政
府
に
対
し

て
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
や
雇

用
創
出
策
を
求
め
て
い
た
が
、
今
回
の
「
共

同
提
言
」
は
よ
り
具
体
的
な
対
策
に
踏
み
込

ん
で
、
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
た
も
の
。

　

ま
た
、
二
月
に
は
連
合
、
日
本
経
団
連
の

ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
や
金
属
労
協
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
も
雇
用
対
策
の
強
化
や
雇
用

創
出
策
に
関
す
る
要
請
や
提
言
を
相
次
い
で

ま
と
め
て
お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強

化
策
で
は
共
通
点
が
多
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

三
月
中
に
政
労
使
合
意
へ

　

連
合
と
日
本
経
団
連
の
共
同
提
言
は
、
①

雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
・
強
化
②
公
共
職

業
訓
練
の
拡
充
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強

化
③
「
就
労
支
援
給
付
制
度
（
仮
称
）」
の

創
設
④
政
労
使
一
体
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
交
付
金
」
な
ど
の
雇
用
創
出
事

業
実
施
⑤
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
拡
充
や
雇
用

創
出
策
に
つ
い
て
の
政
労
使
合
意
の
形
成―

―

の
五
点
か
ら
な
る
。

　

雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
・
強
化
に
つ
い

て
は
、
現
行
二
〇
〇
日
と
な
っ
て
い
る
一
年

間
の
支
給
限
度
日
数
の
撤
廃
・
緩
和
や
助
成

率
、
教
育
訓
練
費
の
拡
充
な
ど
を
求
め
る
と

と
も
に
、
迅
速
な
手
続
き
に
向
け
た
環
境
整

備
を
図
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

公
共
職
業
訓
練
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
民

間
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま
え
た
訓
練
内
容
の

充
実
や
訓
練
期
間
の
長
期
化
、
人
材
が
不
足

し
て
い
る
分
野
や
新
規
の
雇
用
創
出
が
期
待

さ
れ
る
分
野
に
対
応
し
た
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
で
は
、地
域
・

産
業
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
ば
ら
つ
き
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
体
制
整

備
を
求
め
、
生
活
相
談
か
ら
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
ま
で
で
き
る
総
合

的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
早
急

に
つ
く
る
べ
き
だ
と
提
起
し
て
い
る
。

　

新
設
を
求
め
て
い
る
「
就
労
支
援
給
付
制

度
（
仮
称
）」
は
、
雇
用
保
険
の
給
付
を
受

給
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
公
的
職
業
訓
練

を
受
講
す
る
期
間
中
の
生
活
を
保
障
す
る
制

度
で
、
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
や
長
期
失
業
者
な

ど
に
対
す
る
支
援
策
強
化
を
狙
っ
た
も
の
。

　

政
労
使
一
体
と
な
っ
た
雇
用
創
出
事
業
に

つ
い
て
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る
雇
用
の
受

け
皿
づ
く
り
の
事
業
に
、
企
業
労
使
が
ア
イ

デ
ア
や
人
材
の
面
で
参
加
で
き
る
体
制
整
備

を
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」
に
よ
っ
て
各
地
方

自
治
体
に
設
け
ら
れ
た
雇
用
創
出
の
た
め
の

基
金
に
対
し
て
、
企
業
や
労
働
組
合
が
拠
出

で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

　

舛
添
厚
労
相
は
申
し
入
れ
を
受
け
、
政
労

使
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
は
、「
三
月
中
を
め

ざ
し
て
協
議
し
た
い
」
と
述
べ
、
河
村
官
房

長
官
も
「
政
労
使
の
枠
組
み
で
方
向
性
が
出

れ
ば
幸
い
だ
」
な
ど
と
応
え
て
お
り
、
今
後
、

議
論
が
詰
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、共
同
提
言
は
、今
ま
で
の
「
雇

用
の
維
持
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
と
の
労
使

共
通
の
認
識
」
に
つ
い
て
、「
現
在
の
危
機
的

状
況
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
労
使
の
基
本
的

な
考
え
方
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
は
な

い
」
と
明
記
。
そ
の
う
え
で
、「
雇
用
維
持
策

の
実
施
に
際
し
て
は
、
労
働
関
係
法
令
の
遵

守
は
も
と
よ
り
、
個
別
労
使
で
個
社
の
実
情

を
勘
案
し
、
徹
底
し
た
話
し
合
い
を
通
じ
て

労
使
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
る
」
な
ど
と
し

て
い
る
。

日
本
経
団
連
は
「
日
本
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
を
提
起

　

年
明
け
以
降
の
急
激
な
経
済
・
雇
用
情
勢

の
悪
化
を
受
け
、
二
月
に
入
っ
て
か
ら
労
使

団
体
が
相
次
い
で
、
新
た
な
雇
用
対
策
や
雇

用
創
出
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
ま
と
め
た
。

　

日
本
経
団
連
は
二
月
九
日
、雇
用
の
維
持
・

安
定
に
向
け
て
官
民
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
中

長
期
的
な
成
長
力
強
化
を
め
ざ
す
国
家
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

政
策
」
の
推
進
を
求
め
る
提
言
を
発
表
し
た
。

　

厳
し
さ
を
増
す
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
政

府
に
は
、「
政
策
を
総
動
員
し
て
景
気
の
底
割

れ
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
維
持
・

安
定
に
官
民
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
」
と
要
望
。
そ
の
う
え
で
、
経
済

界
も
「
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
雇
用
の
維

持
・
安
定
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
国
・
地

方
の
施
策
に
全
面
的
に
協
力
す
る
」「
雇
用
の

安
定
は
企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
、
今
後
も
、
企
業
は
こ
う
し
た

取
組
み
を
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
推
し
進
め

る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
の
不
安
を
払
し
ょ

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。
さ
ら
に
政
策
の
方
向
性
と
し

て
「
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
抜
本
的

に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
成
長
産
業
へ
の
労

働
力
の
シ
フ
ト
や
新
た
な
産
業
構
造
へ
の
転

換
を
円
滑
に
行
え
る
基
盤
整
備
を
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、
危
機
の
時
こ
そ
、
将
来
の
新
た

ト
ピ
ッ
ク
ス

雇
用
対
策

1

連
合
と
日
本
経
団
連
が
雇
用
対
策
強
化
と
雇
用
創
出
策
を
共
同
で
要
請
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な
雇
用
創
出
と
中
長
期
的
な
成
長
力
強
化
に

つ
な
が
る
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
「
日
本

版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
立
ち
上
げ
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
強
力
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る

と
提
起
し
て
い
る
。

　

一
方
、
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化

で
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
の
さ
ら
な
る

拡
充
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
非
正
規

雇
用
を
中
心
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら

も
れ
る
離
職
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
従
業
員
の
社
会
・
労
働
保
険
の
加
入
な
ど

の
徹
底
」「
派
遣
元
等
の
取
引
先
に
も
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
求
め
て
い
く
こ
と
」

な
ど
が
不
可
欠
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

職
業
訓
練
の
受
講
を
条
件
に
、｢

一
般
財
源

を
活
用
し
て
生
活
保
障
の
た
め
に
暫
定
的
に

給
付
を
行
う
仕
組
み
を
速
や
か
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る｣

と
提
言
し
て
い
た
。

　

次
に
、
雇
用
創
出
と
中
長
期
的
な
成
長
力

強
化
を
実
現
す
る
た
め
の
「
日
本
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
の
柱
に
は
、
①
産
業
競
争
力
の

強
化
、
②
国
民
生
活
の
向
上
、
③
地
域
の
活

性
化
、
④
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
実
現―

―

の
四
本
を
お
く
。
そ
の
う
え
で
、
燃
料
電

池
や
人
工
衛
星
、
農
業
活
性
化
、
介
護
・
保

育
な
ど
三
一
の
重
点
分
野
を
選
定
し
、「
官
民

の
人
材
、
資
源
、
資
金
等
を
集
中
的
に
投
入

す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
早
期
に
実
施
す

べ
き
で
あ
る
」
と
求
め
る
。

　

第
一
の
産
業
競
争
力
の
強
化
に
向
け
て
は
、

「
基
盤
と
な
る
技
術
力
の
抜
本
的
強
化
」
と

「
高
度
人
材
の
育
成
」
を
行
い
、
イ
ン
フ
ラ

の
加
速
的
な
整
備
を
要
請
。
と
く
に
基
盤
技

術
で
は
波
及
効
果
の
大
き
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の

高
度
な
研
究
開
発
と
人
材
育
成
を
急
ぐ
べ
き

だ
と
し
、
物
流
、
交
通
網
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
遅
れ
が
経
済
発
展
の
大
き
な
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
重
点
的

な
投
資
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

第
二
の
国
民
生
活
の
向
上
で
は
、
世
界
最

高
水
準
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
を

持
ち
な
が
ら
、
そ
の
活
用
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
電
子
行
政
の
推
進
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
ほ
か
、「
衛
星
を
使
っ
た
観
測
・
測
位
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」「
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
イ
ン

フ
ラ
の
高
度
化
」
に
よ
り
、
快
適
・
安
全
な

社
会
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
同
時

に
、
保
育
・
介
護
人
材
の
確
保
も
重
点
課
題

に
位
置
づ
け
る
。

　

第
三
の
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
地

域
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
新
産
業
、

新
事
業
を
育
成
す
る
従
来
型
の
取
り
組
み
に

加
え
、
農
業
や
観
光
分
野
で
、
資
源
の
さ
ら

な
る
有
効
活
用
や
高
度
化
を
進
め
れ
ば
、
地

域
経
済
の
活
力
回
復
と
、
新
規
雇
用
の
創
出

は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
と
く
に
農
業
分
野

は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
活
用
や
農
商
工
連

携
の
拡
大
と
い
っ
た
潜
在
力
に
注
目
し
、
政

府
の
積
極
的
な
支
援
を
要
請
。
そ
の
た
め
に

も
、「
道
州
制
推
進
基
本
法
（
仮
称
）」
を
早

期
に
成
立
さ
せ
、
道
州
制
の
導
入
を
推
進
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

第
四
の
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
民
生
・
運
輸
部
門
で
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
一
方
、
家
庭
で
高
効
率
の
省
エ

ネ
・
新
エ
ネ
機
器
の
導
入
を
促
し
つ
つ
、
次

世
代
型
自
動
車
の
開
発
・
普
及
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

低
炭
素
技
術
を
普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

主
張
す
る
。

日
本
商
工
会
議
所
も
当
面
の
雇
用
対

策
に
関
す
る
意
見
を
ま
と
め
る

　

日
本
商
工
会
議
所
も
二
月
四
日
に
「
当
面

の
雇
用
問
題
に
関
す
る
意
見
」
を
と
り
ま
と

め
、
同
九
日
に
厚
生
労
働
省
に
要
請
し
た
。

意
見
で
は
、
今
回
の
非
正
規
労
働
者
を
は
じ

め
と
す
る
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
は
、「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
お
い
て
、
需
要
が
急
激
か
つ
大
幅
に

激
減
し
た
た
め
に
発
生
し
た
」と
指
摘
。セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
策
と
し
て
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
要
件
の
さ
ら
な
る
緩
和
（
年
度

末
ま
で
に
離
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
も
適

切
に
対
応
な
ど
）、
雇
用
調
整
助
成
金
の
一

層
の
手
続
き
簡
素
化
（
事
前
の
休
業
計
画
届

け
出
を
省
略
、
事
業
所
単
位
で
は
な
く
企
業

単
位
で
の
申
請
手
続
き
を
可
能
に
す
る
な

ど
）、
製
造
業
派
遣
の
禁
止
に
は
反
対―

―

と
い
っ
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

一
方
、
雇
用
の
創
出
に
向
け
て
は
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
解
消
が
必
要
だ
と
し
、
介
護
、

農
林
水
産
業
な
ど
人
材
が
不
足
し
て
い
る
分

野
に
つ
い
て
は
、「
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

拡
充
」
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
し
、

こ
う
し
た
分
野
で
の
職
業
訓
練
の
拡
充
も
求

め
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
需
要
を
創
出
す

る
た
め
、「
経
済
成
長
に
不
可
欠
か
つ
国
際
競

争
力
の
強
化
に
資
す
る
幹
線
道
路
、
鉄
道
、

主
要
な
空
港
・
港
湾
等
の
戦
略
的
・
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
前
倒
し
発

注
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
大
胆
に
講
じ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
強
調
す
る
な
ど
、
政
府
の
積

極
的
な
財
政
出
動
を
要
望
す
る
。
さ
ら
に
、

省
エ
ネ
家
電
、電
気
自
動
車
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
環
境
分
野
に
対
す
る
積
極
的
な
投
資
を

要
請
し
て
い
る
。

金
属
労
協
・
連
合
は
追
加
的
な
対
策

を
要
望

　

自
動
車
、
電
機
な
ど
の
産
別
で
つ
く
る
金

属
労
協
は
、
昨
年
末
に
主
に
非
正
規
雇
用
対

策
の
要
請
を
行
っ
た
が
、
二
月
初
め
に
ま
と

め
た
緊
急
的
な
雇
用
対
策
で
は
、
従
来
の
発

想
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
対
策
を
求
め
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
雇
用
保
険
の
財
源
確
保
、

雇
用
保
険
適
用
対
象
者
の
一
層
の
拡
大
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
対
応
強
化
、
雇
用
調

整
助
成
金
や
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
の
支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
、
雇
用
保
険
制

度
の
強
化
②
失
業
者
に
一
時
的
な
雇
用
の
場

と
教
育
訓
練
を
提
供
し
、
正
社
員
と
し
て
の

就
職
を
斡
旋
す
る
「
雇
用
確
保
・
能
力
開
発

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
③
環
境
対
応
の
新
製
品

へ
の
買
い
替
え
・
新
規
購
入
促
進
な
ど
に
よ

る
内
需
喚
起
と
雇
用
創
出―

―

を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
は
、
失
業
者
に
一
時
的
な
雇
用

の
場
と
教
育
訓
練
を
提
供
し
、
正
社
員
と
し

て
の
就
職
を
斡
旋
す
る
「
雇
用
確
保
・
能
力

開
発
シ
ス
テ
ム
」
が
注
目
さ
れ
る
。
雇
用
保

険
が
受
給
で
き
な
い
失
業
者
に
、
一
時
的
な

仕
事
と
教
育
訓
練
の
場
を
提
供
し
、
一
般
企

業
な
ど
へ
の
正
社
員
と
し
て
の
就
職
を
斡
旋

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。
主
に
地
域

の
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
分
野
で
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
手
薄
と
な
っ
て
い
る
部
分
を

中
心
に
、
国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
仕
事
の

委
託
を
受
け
、
対
象
者
は
こ
れ
に
従
事
す
る

一
方
、
並
行
し
て
教
育
訓
練
の
機
会
も
提
供

し
、
一
般
企
業
な
ど
へ
の
正
社
員
と
し
て
の

就
職
や
起
業
を
促
進
す
る
。

　

ま
た
、
連
合
も
二
月
二
七
日
に
厚
労
相
宛

に
、「
現
下
の
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
雇
用
対

策
に
関
す
る
緊
急
要
請
」
を
行
っ
た
。
昨
年

来
行
っ
て
き
た
政
府
に
対
す
る
要
請
内
容
だ

け
で
は
、対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
機
能
・
体
制
強
化
や
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
な
ど
、
追
加
対
策
を
要

請
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


